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研究成果の概要（和文）：子宮肉腫病態解明のため、[F-18]fluoroestradiol (FES)と[F-18]fluorodeoxyglucose (FDG
)を用いた検討を実施してきた。摘出標本を用いてER,プロゲステロン受容体(PR), グルコーストランスポーター(GLUT1
), Ki67等の免疫組織学的解析も加え、PET薬剤集積と免疫組織染色スコアの相関を検討した。免疫組織染色スコアと各
種核種の集積の相関では、FES集積はER、PRと有意な相関を示し、ERは相関しなかった。FDG集積はGLUT1, Ki67との相
関を示し、FDG/FES比はER、PRと逆相関を示し、GLUT1, Ki67とは正相関であった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to investigate the relationship between the tumor 
uptake of 16α-(18)F-fluoro-17β-estradiol ((18)F-FES) and (18)F-FDG using PET and expressions of sex 
hormone receptors, such as estrogen receptor (ER), as well as glucose transporter 1 (GLUT-1) and Ki-67 
analyzed by the immunohistochemistry method in mesenchymal uterine tumors.
Correlation analysis showed accumulution of (18)F-FES and (18)F-FDG PET showed correlations between 
tracer uptake and expressions of sex hormone receptors, GLUT-1, and Ki-67 in mesenchymal uterine tumors. 
The (18)F-FDG/(18)F-FES ratio was correlated with Ki-67, GLUT-1, and ERβ in uterine sarcoma. Functional 
PET imaging and PET parameters would be useful noninvasive biomarkers for the assessment of tumor hormone 
receptor expression, glucose metabolism, and proliferation and for differential diagnosis of uterine 
leiomyoma and sarcoma.

研究分野： 婦人科腫瘍学

キーワード： 子宮肉腫　エストロゲン受容体イメージング
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１． 研究開始当初の背景 

子宮肉腫は、発生頻度は低いが、極めて

予後不良な悪性度の高い腫瘍である。子

宮肉腫の、臨床上最大の問題点は、有効

な治療法がないというである。有効な治療

法の開発が遅れた最大の理由は、子宮肉

腫は子宮筋層内に病変が生じるため、術

前に組織学的検査が困難で、術後摘出し

た病理組織を用いて初めて検討がなされ

ていたことである。このような方法では、生

体内での腫瘍の機能（代謝能や増殖能・自

然史など）が全く不明で、さらに 巨大な腫

瘍の一部分での評価でしかないという欠点

がある。従って、生体内で、腫瘍全体が、ど

のように機能しているかを、客観的な方法

で検討することは、診断法・治療法確立に

非常に重要であると思われる。 

 

２． 研究の目的 

子宮筋腫・肉腫における、FDG 集積率

/FES 集積率は、子宮筋腫・肉腫の何の生

物学的特性を反映するかを明かにする。 

（1）子宮筋腫・肉腫における FES-PET での

FES の取り込みが、子宮筋腫・肉腫の

ER PR-A B の発現と相関関係があるか

どうかを、免疫組織学的手法を用いて検討

する、さらに細胞周期蛋白の発現、細胞増

殖蛋白の発現からも検討する。同時にホル

モン値の結果からも検討する。 

（2）子宮筋腫・肉腫の FDG 集積が、低酸素

化発現因子蛋白発現と相関関係があるか

どうかを、免疫組織学的手法を用いて検討

する。同時にホルモン値の結果からも検討

する。 

 

３．研究の方法 

婦人科内診、US、MRI 等の一般検査に

より、子宮肉腫の疑いと診断された 47

人の患者を対象に、

[F-18]fluorodeoxyglucose (FDG)および

FES による PET 検査を行った。2 種類

の PET 検査は１週間以内の間隔で施行

され、事前に MRI 検査も施行された。

PET 検査終了後、子宮摘出術が施行され、

病理組織学的診断により最終診断とし

た。組織標本ではさらに、ER, ER, プ

ロゲステロン受容体(PR), グルコースト

ランスポーター(GLUT1), Ki67 等の免

疫組織学的解析も加え、PET 薬剤集積と

免疫組織染色スコアの相関を検討した。

症例数は 25 例新たに検討した。 

 

４．研究成果 

対象とした 47 人の患者のうち、33 人は

子宮筋腫、14 人が子宮肉腫であった。

FES 集積は筋腫群で有意に高く、FDG

集積は肉腫群で有意に高値であった。各

腫瘍で FDG/FES 比を算出すると、肉腫

群で有意な高値を認めた。免疫組織染色

スコアとの相関では、FES集積はER、

PR と有意な相関を示したが、ERとは

相関しなかった。FDG 集積は GLUT1, 

Ki67 との相関を示した。FDG/FES 比は

ER、PRと逆相関を示し、GLUT1, Ki67

とは正の相関であった。症例数は 25 例

新たに検討し 肉腫症例は5例増加した。

いずれも術前に肉腫を強く疑い手術す

ることが可能であった 

FES 集積は ER発現を反映し、肉腫の

特徴である ER発現の低下を描出する

ことで、良悪性の鑑別に有用であること

が示された。追加症例でも生診率は同程

度であった。
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